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完全な地震予兆はできない！ 防
災
新
聞

「いいね！」
お願いします

【
正
確
な
地
震
予
兆
は
出
来
な
い
】

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
、
全
て
想
定
外
の

エ
リ
ア
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
科
学
技
術
が
発
達

し
、
地
殻
の
動
き
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
観
測

し
た
り
、
海
底
の
プ
レ
ー
ト
の
歪
み

を
観
測
し
て
い
ま
す
が
、
「
い
つ
？

ど
こ
で
？
震
度
は
？
」
と
い
っ
た
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
正
確
な
予
兆
は
不
可

能
で
す
。※

震
度
は
地
上
の
揺
れ
の

大
き
さ
の
単
位
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
は
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
と

な
り
ま
す
。

震
源
が
地
中
深
け
れ
ば
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
く
て
も
震
度

は
小
さ
く
、
逆
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
小
さ
く
て
も
、
震
源
が
浅
け

れ
ば
、
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
震
と
は
自
然
災
害
で
す
の
で
、

歪
み
が
観
測
で
き
て
も
、
地
中
の

ど
の
深
さ
が
震
源
に
な
る
か
は
予

兆
出
来
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
対
策
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
」
と
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
普

段
か
ら
の
備
え
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

↑
阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震の画像

首都直下地震で都心の食料備蓄６割不足
帰宅困難32万人、トイレ14時間待ち…

首
都
直
下
地
震
の
発
生
時
に
大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
出
る
と
予
想
さ

れ
る
東
京
都
心
の
丸
の
内
・
大
手
町
地
区
で
、
食
料
や
水
な
ど
の
備

蓄
量
が
６
割
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
防
衛
大
な
ど
の
調
査
で
分
か
り

ま
し
た
。
買
い
物
な
ど
で
訪
れ
た
人
が
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
際
の
待

ち
時
間
は
最
大
１
４
時
間
超
の
見
込
み
で
、
対
策
の
遅
れ
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

東
京
駅
前
に
位
置
す
る
丸
の
内
・
大
手
町
地
区
（
東
京
都
千
代
田

区
）
は
日
本
屈
指
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
。
昼
間
の
人
口
１
８
万
人
の
大
半

は
通
勤
者
で
、
さ
ら
に
商
用
や
買
い
物
、
観
光
な
ど
で
１
日
に
１
４

万
人
の
訪
問
者
が
滞
在
す
る
と
試
算
。
首
都
直
下
地
震
が
起
き
る
と
、

計
３
２
万
人
の
帰
宅
困
難
者
で
あ
ふ
れ
か
え
る
と
推
定
し
ま
し
た
。

千
代
田
区
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
企
業
の
備
蓄
と
行

政
の
備
蓄
を
、
訪
問
者
を
含
む
全
て
の
帰
宅
困
難
者
に
均
等
に
配
分

す
る
と
想
定
。
国
が
確
保
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
３
日
分
の
備
蓄
量

と
比
較
し
た
結
果
、
不
足
率
は
食
料
６
３
．
６
％
、
水
６
１
．
２
％

で
、
い
ず
れ
も
約
１
日
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
。

訪
問
者
の
ト
イ
レ
事
情
が
劣
悪
な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
今
後

の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
携
帯
ト
イ
レ
は
６
２
．
７
％
が
不
足
す
る

上
、
利
用
者
は
地
区
内
の
高
層
ビ
ル
な
ど
に
殺
到
。
全
５
５
棟
で
１

階
の
ト
イ
レ
を
開
放
し
た
場
合
、
１
棟
当
た
り
の
利
用
者
は
男
性
１

７
０
０
人
、
女
性
９
０
０
人
に
達
し
、
最
大
待
ち
時
間
は
男
性
１
４

時
間
２
１
分
、
女
性
５
時
間
１
２
分
に
上
る
と
い
い
ま
す
。

企
業
や
行
政
で

の
備
蓄
だ
け
で

は
な
く
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
備

え
て
お
く
自
助

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
情
報
と

し
て
こ
れ
ら
の

こ
と
を
知
っ
て

い
る
だ
け
で
、

パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
確
立
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

平時活用/有事活用の2つのメリット

国
土
強
靭
化
は
一
番
目
の
内
需
拡
大
効
果
と
三
番
目
の
経
済
被
害
削

減
効
果
だ
け
で
も
、
現
状
に
お
い
て
は
日
本
の
成
長
戦
略
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
い
う
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
さ
ら

に
、
二
番
目
の
効
果
で
あ
る
「
生
産
性
向
上
効
果
」
が
大
き
い
場
合
に

は
、
さ
ら
に
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
の
「
生
産
性
向
上
効

果
」
の
存
在
も
ま
た
、
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み
は
、
「
平
時
活
用
／
有
事
活

用
」
と
い
う
基
本
方
針
を
明
確
に
捉
え
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
方
針
は
、
要
す
る
に
、
地
震
等
の
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
と
き
だ

け
に
使
い
、
平
時
に
お
い
て
全
く
使
わ
な
い
よ
う
な
「
防
災
施
設
」
等

を
作
る
よ
り
、
平
時
に
可
能
な
限
り
活
用
で
き
る
よ
う
な
防
災
施
設
や

設
備
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
ま
さ
か
の
有
事
に
に
も
利
用
す
る
こ
と
を
重

視
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
有
事
の
た
め
に
モ
ノ
を
つ

く
る
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り
平
時
に
そ
れ
を
活
用
す
る
よ
う
な
工
夫

を
重
視
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

●メリット１

普段から利用しておくことで、まさかの有事の際に
それが活用できる可能性がグンと高くなる

●メリット２

限られた財源等の資源を投入した施設や設備
を、平時においても活用することが出来る

限られた財源を使って様々な行政や事業を行って
いる政府や民間事業者にとって、この「平時活用/
有事活用」のコンセプトは、極めて効果的である。
個人で出来る対策として、テーブル型・ベッド型・押
入れ型の小型シェルターは平時活用ができ費用対
効果が高い

住宅の耐震化が進まない理由

耐震化が進まない3つの要因

意識の低さ お金の問題 住宅性能表示制度

「自分が生きているうちは大震災は
来ない」

「住宅が倒壊する前に家から逃げら
れる」

「大地震が来れば、いずれにせよ助
からない」

などの間違った認識。

「地震による深刻な被害は耐震化
やシェルター等によって解決しうる」
という正しい知識をしっかりと理解
する

耐震診断などへの一定程度の公的
助成はあるものの、診断から実際の
耐震改修をするとすれば、結果とし
て戸建住宅では200万円程度はコ
ストがかかってしまう。

しかも、旧耐震住宅は高齢者が住
んでいる比率が高く、現状ではロー
ンを組むことが出来ない方も多いの
が実情。

いつ来るかわからない地震のために
耐震改修するよりは、孫のためにお
金をとっておきたいと考える方が多
いのも事実

現在、住宅性能表示制度はあるも
のの、普及が十分でなく、中古住宅
の売買や賃貸の際に一律に経年劣
化で評価され、性能が価格などへ
必ずしも正確に反映する仕組みに
なっていません。

売主や買主ないしは貸主が耐震
改修を実行するインセンティブが
しっかりと働かないことがあります。
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日本で1番地震が少ない
都道府県はどこだ！？

第18号

災害時の豆知識～vol.38～

「トクする！防災」夏の備蓄前線

防
災
新
聞

「いいね！」
お願いします

富山県 2 高知県 4 山口県 7 埼玉県 15 熊本県 35

岐阜県 2 長崎県 4 山形県 8 大分県 15 新潟県 36

大阪府 2 福井県 5 群馬県 8 千葉県 19 北海道 41

愛知県 3 京都府 5 石川県 8 鹿児島県 19 宮城県 44

滋賀県 3 徳島県 5 秋田県 10 山梨県 20 茨城県 46

島根県 3 愛媛県 6 宮崎県 11 青森県 22 福島県 55

岡山県 3 三重県 7 神奈川県 12 栃木県 22 東京都 72

香川県 3 奈良県 7 広島県 13 長野県 27

福岡県 3 和歌山県 7 沖縄県 13 岩手県 30

佐賀県 3 鳥取県 7 兵庫県 14 静岡県 30

日本は地震大国と言われていますが、地震発生回数が少ない地域はあるのでしょうか？
そこで、1923年～2016年9月11日時点での震度5弱以上の地震の累計を気象庁の観測データ
より抜粋し、都道府県別にまとめました。

ここで、注意したいことがいくつかあります。
過去93年間の観測データで、大きな地震が発生していないからと言って、これから
大きな地震が発生しないわけではありません。
むしろ、今まで発生していなかった分、プレートのひずみが溜まっていて、かつてない大きな地震が
発生する可能性があるかも知れません。

地球の年齢は46億歳です。
人間がたった100年程度観測しただけでは、地震の少ない地域を特定することは困難です。
地球は常に少しずつ変化していて、ある程度推測することはできても、地震に関して予測・予報を
することはできません。
いつ起きるかわからない大きな地震に対して、出来る限りの備えをして防災について関心を深める
ことが大切です。

日本気象協会が推進する「トクする！防災」プロジェクトは「夏の備蓄前線」を
6月1日(木)に発表しました。
「夏の備蓄前線」は「トクする！防災」プロジェクトの公式サイト
（https://tokusuru-bosai.jp/stock/stock07.html）で公開されています。

※集中豪雨や台風等で雨がよく降るシーズンになりました。
一般的に『備蓄』と聞くと、地震対策のように感じる方も多いかもしれ
ません。
しかし、予知が難しい地震に対し、ある程度予測が可能であり、また
頻度が多い土砂災害や河川の氾濫などの対策にも備蓄は非常に有効です。

備蓄のコツやポイントだけでなく、避難方法等も掲載されています。

①地震警報が鳴る

②襖を開ける

③押し入れに入る（前向きか後ろ向きかは各自入りやすい方）

④飛来物から身を守る為、自分の体が隠れるまで襖を閉める

※完全に閉めてしまうと閉じ込められてしまう恐れあり

⑤揺れが収まるまで待機

⑥避難すべきかの状況判断

①地震警報が鳴る

②テーブルに近い人から下に潜る

（先に潜った人は他の人をテーブルに誘導する）

③揺れが収まるまでテーブルの下で待機する

④揺れが収まれば、避難すべきかの状況判断

①地震警報が鳴る

②体を回転させ、ベッドから降りる

③中央の脚を掴み、体を引き寄せる

④揺れが収まるまで待機

⑤避難すべきかの状況判断

防災新聞が届いたら構-kamae-に潜る練習を！！

体験型防災アトラクションの
常設公演がスタートしました！

5/27（土）に北淡震災記念公園で第1回目となる常設型の防災アトラクションが
開催されました。当日は、岡山県の中学生、およそ160人が参加しゲームを通して
防災を学びました。初めての試みということもあり、TV局や新聞記者の方たちも取
材に来られました。※団体予約のみ随時受付け致します。
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